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１ 事業の概要 

(1) 目的 

未来をリードする大学生が市の提示するテーマに対し，調査・検討を行い，これからの水戸市のまちづくりについて提案することにより，市

民と行政との協働による新総合計画づくりを推進する。 

(2) 実施大学 

  茨城大学 

(3) 参加ゼミナール及びテーマ 

所属学部・所属学科 参加ゼミナール テーマ 

人
文
社
会
科
学
部

現代社会学科 田中 耕市ゼミナール 中心市街地活性化 

現代社会学科 小原 規宏ゼミナール 水戸ならではの観光振興 

法律経済学科 清山 玲ゼミナール 子育て支援の充実 

法律経済学科 土屋 和子ゼミナール 福祉の充実 

現代社会学科 原口 弥生ゼミナール 地球温暖化対策，循環型社会に向けた取組の促進 
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  (4) 実施期間等 

令和４年９月～令和４年 11 月 

日程 内容 

９月下旬～10 月上旬 参加学生に対する説明（水戸市の概要等） 

（学生による調査・検討） 

10 月下旬～11 月上旬 中間報告会 

（学生による調査・検討） 

11 月 22 日（火） 大学生によるまちづくりプレゼン発表会 

(5) 大学生によるまちづくりプレゼン発表会 

大学生が提案内容について，市長や市職員等に対して発表を行った。 

ア 日時 

令和４年 11 月 22 日（火） 午後１時 30 分から午後５時 

イ 会場 

茨城大学 水戸キャンパス 講堂 

ウ 出席者 

  〇茨城大学 

太田 寛行 学長，佐川 泰弘 理事・副学長（学術・企画・評価），鳥羽田 英夫 理事（社会連携・基金運営）， 

中村 麻子 学長特別補佐（社会連携）/社会連携センター長，参加ゼミナールほか 76 名 

  〇水戸市 

 高橋市長，田尻副市長，提案内容に関する事務事業を行っている部長及び課長並びに総合計画策定ワーキンググループ職員ほか 100 名

（うち 47 名がリモート会場） 
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エ 発表会スケジュール 

時間 項目 

午後１時 30 分 開会・あいさつ 

１時 45 分～２時 15 分 田中 耕市ゼミナール 

２時 15 分～２時 45 分 小原 規宏ゼミナール 

２時 45 分～３時 15 分 清山 玲ゼミナール 

休憩 

３時 30 分～４時 土屋 和子ゼミナール 

４時   ～４時 30 分 原口 弥生ゼミナール 

市長総評，閉会 

各発表時間の内訳は，発表 15 分，質疑 10 分，準備等５分。 
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２ 提案内容の概要 

(1) 田中 耕市ゼミナール 【まちを咲かせる～新市民会館を HUB として】 

課題等 提案内容 

〇中心市街地の課題 

１ にぎわいが少ない 

２ 消費行動が少ない 

３ 店舗利用が少ない 

４ 歩行者が少ない 

 歩行者が少ないことが多くの課題に影響していると

考えられ，最大の１～３の課題は，４の「歩行者が少

ない」ことが根源にある。新市民会館に多くの来場者

が期待されているが，同館に来てすぐに帰るのではな

く，中心市街地を歩いてもらう仕掛けが必要である。 

〇まちさきプラン 

新市民会館をＨＵＢとし中心市街地の歩行者数の増加を目指す。 

 歩行者が増加することで，店舗利用の増加，消費行動の増加，さらには，にぎわ

いの創出につなげていく。 

１ 水戸らしさをまちなかに 

まちさきプランの先駆けとして，水戸らしさを押し出す。まちなかににぎわい

が戻ってきてほしい（＝まちに花が咲いているような状態になってほしい）とい

う願いを込めて，公共物や店舗の外観を，水戸市の木であり，偕楽園の象徴でも

ある梅をモチーフにした色で統一し，新たな水戸らしさを創造していく。 

２ ＵＭＥＬｉｎｅをまちなかに 

新市民会館と市内名所をつなぐ動線として，ＵＭＥ(Universal Mobility 

Enhancement)Ｌｉｎｅを歩道上に描く。梅を基調とした色で施設名や距離等の案

内を表示することで，歩行者の「歩きやすい」と「歩いて楽しい」を実現する。 

３ イベントムードをまちなかに 

  新市民会館で行われるイベントと連動して，その雰囲気（イベントムード）が

中心市街地を歩くと伝わるよう，まちなかを演出する。 

例）音楽系イベントであれば，出演アーティストの楽曲を流したり，公式ポス

ターやフラッグを設置したりする など。 

１～３に取り組むことで，以下の要素を持つまちなかとなり，それらの要素によっ

て，歩きたくなるまちなかとなる。 

・歩きやすい ・水戸らしさを感じる ・見て楽しい・再訪意欲がかきたてられる 

・新市民会館への「行きの高揚感」と「帰りの余韻」 ・一体感 

4



(2) 小原 規宏ゼミナール 【水戸ならではの観光振興】 

課題等 提案内容 

〇これからのツーリズムの考え方 

マスツーリズムからサステナブルツーリズムへの変化

〇水戸（市）の観光課題 

１ マーケット調査，ＤＭへの意識や取組の不足 

２ 市民の観光への関心の低さ 

コミュニティツーリズム視点の欠如 

３ 観光者の宿泊率の低さ 

経済効果の小ささ，観光関連事業者の経営， 

雇用への影響 

４ 空間の商品化の取組の不足 

〇水戸（市）らしさ 

１ 偕楽園： 

誰もが楽しめる（ユニバーサル） 

２ 水戸藩（中心性を有した歴史都市）： 

茨城県央・県北の中心地 

３ 水戸学： 

先進性（サステナブルツーリズム） 

〇水戸ならではの観光 

１ 水戸で朝活 

  朝にしか見えない水戸の姿を発見することができる。シビックプライドの醸成，

人の流れや交流の創出，ロングステイヤーやワーケーションにつながる。 

  例）千波湖×朝×ヨガ，偕楽園×朝×お茶など 

２ 景観×ウォーカブルシティ 

  景観を整備することで，回遊性が高まるとともに，ウォーカブルシティの実現の

きっかけになる。ワークショップの繰り返しの開催による市民の観光まちづくりに

参画する機会の増加，既存の観光ルートのブラッシュアップにつながる。 

  例）観光視点からのゾーニングの強化とまちのミュージアム化 

３ 水戸の歴史と食文化をめぐるガストロノミーツーリズム 

食文化と地域性を再考する機会となることで，高付加価値化された「本物」の食

のツーリズムをメニューとすることができるなど，地域教育やシビックプライドの

醸成にも寄与する。また，新たな広域連携のきっかけになる。 

  例）ガストロノミーツアーやガストロノミーマップの作成など 
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(3) 清山 玲ゼミナール 【子育て支援の充実】 

課題等 提案内容 

〇現状，課題 

１ 隠れ待機児童が存在している。 

２ 病児・病後児保育について，利用者ニーズに応え

られていない。 

３ 保育園等に子どもを預けることへの不安がある。 

４ 子育て支援情報が行き届いていない可能性がある。 

５ 出産，子育てについて，経済的な不安を抱えている。 

６ 保育士が不足している。 

〇提案に向けた調査の実施 

１ アンケート 

市内に居住する子育て世帯 772 名 

茨城大学生 408 名 

２ ヒアリング 

市職員，子育てをしている茨城大学教員， 

元保育士 

〇よりよい子育てができる環境のための施策 

１ 保育所について 

  ・隠れ待機児童ゼロ 

・企業との連携による企業内保育所・保育スペースの設置 

オフィスに子どもを預けられる条件整備 

  ・完全給食の実施 

２ 病児・病後児保育について 

  ・手続きの簡略化（インターネットの利用） 

  ・急な利用者に対応できるよう医療機関と連携 

３ 子どもを預けることへの不安の解消について 

  ・入園前の１日体験の実施，合同説明会の実施 

  ・各園の費用や保育内容等の詳細，動画を市ＨＰに記載 

  ・入園手続きを分かりやすく簡単にするため，ｗｅｂを活用 

  ・ＳＮＳ等を活用した積極的な子育て支援情報の発信 

〇水戸市に住む人々に子どもを産み育てたいと思ってもらうための施策

１ 経済的な支援 

  ・児童手当の所得制限の撤廃 

・保育料の第２子の半額 

・おむつ・ミルク代の一部支援 

・ランドセルや制服の支援等 

〇水戸で保育士になりたい・続けたいと思ってもらうための施策 

１ 待遇の改善（賃金上昇） 

  ・国への要望，周辺自治体と賃金の上昇を促す取組 

  ・潜在保育士や新卒保育士への支援の強化 

２ 待遇の改善（働き方改革の推進） 

  ・違法労働を是正し，安心して休める保育職場環境づくり 

・デジタル化による業務簡略化 
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(4) 土屋 和子ゼミナール 【認知症カフェから考える高齢者が集う居場所づくり，介護助手の普及による介護人材不足の解消】  

課題等 提案内容 

全体 

2025 年以降，団塊の世代が後期高齢者となる。誰もが気軽

にかつ快適に高齢者福祉サービスを受けられることが必要

であるため，福祉のまちづくりは最重要課題である。 

福祉のまちづくりに向けた具体的な提案 

①高齢者の居場所づくり，②介護人材の確保

提案① 

認知症カフェから考える高齢者が集う居場所づくり～官民連携で創り出す福祉のまちづくり～ 

○現状，課題

１ 後期高齢者が増加するため，認知症カフェのサービス内

容の質は落とさず，量を増やす必要がある。現在は，市の

施設や高齢者福祉施設のみで開催されている。 

２ 現在の市の移動支援では，認知症カフェへの送迎ができ

ない。最寄りの駅やバス停から離れている認知症カフェも

ある。 

３ 情報提供の手法が主に紙ベースで，情報量が少ない。関

係団体からＩＣＴを活用した情報提供の要望がある。 

〇高齢者の居場所づくりの拡大 

１ 認知症カフェの飲食店等の店舗における開催 

２ 認知症カフェまでの送迎として，民間所有の車両を活用

した新たな移動支援サービスの創出 

３ 市ＬＩＮＥ公式アカウントによる認知症カフェに関する

情報の積極的な発信 

企業のＣＳＲ活動を推進し，民間企業と連携して１～３の

施策を実現する。これらの施策に取り組むことで，認知症カ

フェは，認知症当事者及びその家族だけでなく，地域住民な

ども参加できる交流の場となる。 

提案② 

介護助手の普及による介護人材不足の解消～高校生が担い手となる福祉のまちづくり～ 

〇現状，課題 

１ 市内の事業所のうち，６割以上が介護人材不足を訴えて

いる。 

２ 令和３年度から，官民連携による介護助手の養成を始める。 

３ 全国的には，若年層に介護業界に参入してもらう取組み

が始まっている。 

〇提案に向けた調査の実施 

アンケート：水戸市内の高校生 452 名，茨城大学生 174 名 

〇介護助手の普及・推進×若年層の介護業界への参入促進 

 市内に高等学校が多く集積する特徴を生かし，高校生を介

護助手として活用し，介護人材を確保する。 

１ 高等学校での介護助手養成講座の開催 

２ 高校生が施設で介護助手のアルバイトとして働けるよ

う，市が学校と施設とをつなぐ。 
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(5) 原口 弥生ゼミナール 【水戸市ゴミの分別の現状と対策，コンポスト設置による食品ロスの改善並びに環境意識の向上，水戸市の温暖化対策に対する施策の提言】 

課題等 提案内容 

全体 普段の生活を通した環境意識の向上 

提案① 

水戸市ゴミの分別の現状と対策 

〇現状，課題 

令和２年４月からごみの分別方法が新しくなったが，ポ

スター等の分別表示が切り替わっていないアパートやマ

ンションがあり，正しい分別が行われていない。 

〇集合住宅への周知 

 アパート・マンション（特に大学周辺）の分別表示が切り替わ

っているかを確認する。管理会社等に切り替えを依頼する。 

〇市民への透明袋の配布 

プラスチックごみを入れる透明・半透明袋を各世帯に無料配布

する（透明袋等は回収した廃プラを原料とする）。分別が切り替わ

ったことを周知できるメリットがある。 

提案② 

コンポスト設置による食品ロスの改善並びに環境意識の向上 

〇現状，課題 

１ 学校給食から発生する食品ロスの約 40％が可燃ごみ

として処理されている。生ごみを可燃ごみとして処理す

るときには，焼却炉の温度が下がることから，多くのエ

ネルギーを必要とし，ＣＯ2 の排出量も増えるなど，悪

循環が起きている。 

２ 生ごみのリサイクル率が近年上昇していない。 

〇学校・学校給食共同調理場へのコンポストの設置 

 コンポストを利用して，生ごみを可燃ごみから資源として活用

することで，悪循環を断ち切ることができ，また，生ごみのリサ

イクル率を上昇することができる。 

学校へ設置することで，以下の効果が期待される。 

・生産地と消費地でのサイクル ・将来世代の食品ロスの減少 

提案③ 

水戸市の温暖化対策に対する施策の提言 

〇課題 

 地球温暖化を「他人事」ではなく「自分事」として認識

する必要がある。小さなことでも多くの人が取り組むこと

で大きな効果が発揮されることから，その「きっかけ」を

つくる必要がある。 

〇アースアワーでの市民・企業へ向けた節電意識の啓発 

例）市内の教育機関，公共施設，商業施設でのポスター掲示等 

アースアワーイベントを行うことにより，以下の効果が期待さ

れる。 

・市民の節電意識の共有 ・消灯による節電 

8



 

 

 

 

 

 

 

３ 大学生によるまちづくりプレゼン発表会 発表資料 

(1) 田中 耕市ゼミナール 

 

  

9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



 

 

 

 

 

 

 

 

３ 大学生によるまちづくりプレゼン発表会 発表資料 

(2) 小原 規宏ゼミナール 

 

  

20



2

3

( )(
)

4

21



5 6

7

2.

8

22



9

3.

10

4.

12

23



13 14

15 16

24



17
18

5.

19 20

25



26



 

 

 

 

 

 

 

 

３ 大学生によるまちづくりプレゼン発表会 発表資料 

(3) 清山 玲ゼミナール 

  

27



������
�

�	
�
�
���������������	���� !"#�
$%&'��(�)*+,-./�����0	���1�2�3�(�456(�)*+,-./�����7�����89:;�7<
=

>?@ABCDEFGHIJK<LMNOPQRSTUVWXYZZ[\]>^_`a�abIJK<c�NOPQRSTUVWXYdef\]>?@Aghij�klmDEFIcFnM̂ _`a�oj�klmpqEr�ks�tNuOvST w
xyz{znDEF|}~M����8���

28



��������	
��
�������������	
��
�����
������� �������� ��� ��	
��
����� !��"�����#$ %&�'�%(�� !)"#*+!
��,���-�./%01�"23",�!3*�43*���5-6789: ;<=>>?-@�AB�"��!
�23"CDE

������FGHIJ
���AB�"K.L�!
��M5+"NOOO C��P
Q

RST���UUU VWXYZ[\] ^_�-`< ab�c�-de efg-hi M.*jk-P lmn�o� pqr�"�-�st�n�� u�v�#*r��
�� wx-yz�5-�{�|}~��K.-���$�@�����+�������RS�"�,-�����t��
*���h�
�

 �
����%��� ��C�� ���K.LOK.7��7%���7�M5+%r��
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３ 大学生によるまちづくりプレゼン発表会 発表資料 

(4) 土屋 和子ゼミナール 
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３ 大学生によるまちづくりプレゼン発表会 発表資料 

(5) 原口 弥生ゼミナール 
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